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内外の天文諸家に訴ふ
　　　（花山急報　204）
　ノ（．文學が鳥類文化と共に生れ，東西数千年の傳統と共に，精憩界及び自然
界の眞理探究と哲學指導4）實をあげて來つNあったことは歴史上著しい事實
であるが，はからずもrsaac　Newbnの出現により，天文學が極めて高度に
数理化すると共に・急激に耐：禽民衆によの遠ざかり，唯少数の三門家がひそ
かにその學を志しみ，もてあそぶ傾向に陥りつNあることは入類文化の進展
上甚だ遺憾に堪へない．
　虚語天文學は高直にして超越的なる宇宙観乃至入生槻の指導的使命を有す
るのみならす，．他方に於いては時間・室問の徹底的な原理を定め，これを心
際，戸倉生活に試用する外，なほ多くの緊急問題を人生のために負心しつSあ
るべき筈である．然るに，前述の如く，現代の天文學は徒らに象牙の塔に蟄
居して，眼前に横はる多くの實際問題を見逃がさんとする傾向を否み難い．
例へば10年前より心術界を衝動しつxある宇宙線の本膿に醐する究明は
Hale，　Anderson等の絶叫を待つまでもなく，當然天文家の責任と見るべきも
のである。然るに天文家がこれを熱心に取上げない闇に，宇宙線は專ら物理
學者によって研究が進められつNあるが，而もなほ今口の宇宙線が太陽との
關係如何に於いて甚だ不徹底なるところに終始してみるのは，全く天文論者
が研究に關與せざるによる．更に又最近學俗界にセンセ1シヨンを起しつX
ある無線電波の異攣についても，これ全く太陽活動の急激なる攣動によるこ
と甚だ明瞭であるに關らす，これ4，亦研究は天文家によらないで，二三學者
によって進められつsあるがため，甚だ徹底を温く憾みが多い．その他，太
陽の熱源とその心用に關する研究所が，（奈世界に殆んど兄當らざる事實，及
び大小無鐵の宇宙的1ノミ害封策の根本が太陽研究より出島すべきもσ）たること
が忘れられてみる如き，何れも砦天文家の實際肚愈生活に無關心の致すとこ
ろである．
　以上の諸黒占に就いて杢世界の各方面の人十に深刻なる反省を促すものであ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山　本　一一一一・　清）
